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テーマ  ： 「東京港」をキーワードとする自由研究 

ゼミ名  ： 山本 慎悟ゼミ 

調査日  ： 2022年 6月 17日（金） 

調査先  ： 東京港 

授業科目名： ベーシック演習Ⅰ 

参加学生数： 17名（1年） 

 

調査の趣旨（目的） 

「東京港」をキーワードとするテーマを各自で自由に設定し、当該テーマに基づき各自で事

前調査を行い、中間報告書を作成しておく。その上で、視察船「東京みなと丸」に乗船して

東京湾側から東京港を視察、そこで知り得たことを中間報告書に反映させ、これを最終報告

書としてまとめる。もってわが国の経済・暮らしにおいて東京港が担っている役割とその重

要性を知る。 

調査結果 

東京港視察に先立ち、各自で「東京港」をキーワードとして自由にテーマを設定し、当該

テーマに基づく事前調査を行い、中間報告書を作成した。主として東京港の成り立ちや我々

の暮らしにおけるその役割、また貨物取扱量や国際競争力等、国際貿易港としての東京港に

スポットを当てた。その後、東京都港湾局が運行する視察船「東京みなと丸」に乗船し、東

京港の視察を行った。東京港は首都圏最大の国際貿易港として我々の生活や産業を支える

重要な物流拠点となっている。周辺にはコンテナ貨物や、自動車、木材等を取り扱う専用の

埠頭が数多く設けられていると共に多くの船舶が航行・停泊しており、まさに貿易取引の玄

関口として機能し、我が国の経済を支えていることを体感できた。今後は本視察を通じて得

られた情報や感想を基に各々中間報告書を加筆修正し、最終報告書としてまとめていく。 
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